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This paper aims to provide the reprinting of Minatoke Monjo (湊家文書, Minato family archives) with some 
bibliographical introduction from the viewpoint of an environmental history.
Every local community in Akita Domain consisted of a hongo (本郷), a single central village or a hub village, 
and several shigos (枝郷), branch villages under the administration of the hongo. The headman of the hongo village 
was called the kimoiri (肝煎).
Since 2010 we have made an investigation into the Minatoke Monjo archives which has remained at the 
Minato’s family estate. As the kimoiri of Arase village (present Ani-arase district, Kita-akita City, Akita Prefecture) 
they have preserved the documents since the early modern times. In this thesis we introduce about 40 important 
documents from the Minatoke Monjo to examine how the kimoiri played a social role.
First, according to these documents, the Minato family played an important administrative role as the kimoiri 
from the early 18th century to the 19th century. They were in charge of not only the daily management of their 
own hongo (hub) village but also the comprehensive governance of more than 10 shigo (branch) villages.
Second, the archives show that people around the Ani Copper Mine competitively utilized the surrounding 
forest resources (e.g. production of wood charcoal for the copper mines and the collection of grass used for feed), 
which consequently caused repeated conflicts concerning the forests’ borders and ownership. We want to clarify 
that the kimoiri often played an essential role in reconciling the disputes among the shigo villages to stabilize the 
use of the natural resources.
Keywords: Forest resources management, Ani Copper Mine, hongo and shigos, kimoiri, Akita Domain
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3800万 haのうち、3分の 2にあたる約 2500万 ha
が林野であり、林野のうち 31％にあたる 767万 ha
が国有林である。歴史的に成立過程を異にする北
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写真 2　湊榮興家の母屋外観（2014年 7月） 写真 3　湊榮興家の蔵（2014年 7月）
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荒瀬村 ①あらせ村分・薬師堂 ①荒瀬村（本村） ― ①荒瀬村 50 ①荒瀬村
荒瀬川村 ⑦あらせ川分・弁才天堂、
⑧右同断・観音堂
②荒瀬川村（荒瀬村支郷） 27 ②荒瀬川村 20 ㉘荒瀬川村
櫃畑村 ── ― ③櫃畑村 7 ㉚櫃畑村
鍵滝村 ── ― ── ― ㉙鍵滝村
萱草村 ②茅艸分・山神堂、③右
同断・地蔵堂
③萱草村（荒瀬村支郷） 24 ④茅草村 24 ③茅草村
佐山村 ④佐山村（茅草村支郷） 6 ⑤左山村 6 ②佐山村
中佐山村 ── ── ― ── ― ④中佐山村
上佐山村 ── ── ― ── ― ⑯上佐山村
笑内村 ⑥笑内分・山神堂 ⑤笑内村（荒瀬村支郷） 22 ⑥笑内村 22 ⑦笑内村
根子村 ⑨根子村分・観音堂、⑩右同断・山神堂 ⑥根子村（荒瀬村支郷） 30 ⑦根子村 30 ⑧根子村
伏影村 ④伏影村分・白幡明神
堂、⑤右同断・山神堂
⑦伏影村（荒瀬村支郷） 12 ⑧伏影村 12 ⑤伏影村









⑨比立内村（荒瀬村支郷） ― ⑩比立内村 31 ㉞上比立内村
岩野目沢村 ⑩岩野目沢村（比立内村支郷） 7 ⑪岩野目沢村 7 ⑪岩野目沢村
幸屋渡村 ⑪幸屋渡村（比立内村支郷） 16 ⑫幸屋渡村 16 ⑨幸屋渡村
幸屋村 ⑫幸屋村（比立内村支郷） 17 ⑬幸屋村 17 ⑭幸屋村
大平村 ⑬大平村（比立内村支郷） 3 ⑭大平村 3 ⑮大平村
岡畑村 ⑭長畑村（比立内村支郷） 6 ⑮長畑村 6 ⑫岡畑村
菅生村 ⑮巣生村（比立内村支郷） 4 ⑯巣生村 4 ⑬菅生村
下比立内村 ── ― ⑰下比立内村 16 ⑰下比立内村
羽立村 ── ── ― ⑱羽立村 16 ⑱羽立村
西野村 ── ── ― ⑲西野村 16 ──





⑯打当村（荒瀬村支郷） ― ㉑打当村 15 ㉖打当村
中村 ⑰中村（打当村支郷） 18 ㉒中村 18 ㉕中村
戸鳥内村 ⑱戸鳥内村（打当村支郷） 13 ㉓戸鳥内村 13 ⑳鳥内村（ママ）
野尻村 ⑲野尻村（打当村支郷） 7 ㉔野尻村 7 ㉒野尻村
鳥越村 ⑳鳥越村（打当村支郷） 5 ㉕鳥越村 5 ㉓鳥越村
大倉村 ㉑大倉村（打当村支郷） 8 ㉖大倉村 8 ㉑小倉村
栩木沢村 ── ── ― ㉗栩木沢村 8 ㉔栩木沢村
田ノ沢村 ── ── ― ── ― ⑲田ノ沢村
前山村 ── ── ― ── ― ㉗前山村
土倉村 ── ㉒土倉村（荒瀬村支郷） 8 ── ― ㉛土倉村
大石沢村 ── ── ― ── ― ㉜大石沢村
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和暦 西暦 月 内容 番号
享保15年 1730 6 ◆ 荒瀬村、銅山掛山の関林（関普請に用いる樋木などの供給林）
指定を出願
史料7




明和  9年 1772 10 ◆ 荒瀬村、土倉・小様村境問題で返答書を提出 史料11
安永元年 1772 12 ◆ 土倉・小様村境問題で評議結果が代官へ通達 史料11
安永　期 1772
-81
― ◆ 牛用の採草地として、大石沢上平が阿仁銅山へ「御貸上」 史料34
　　3年 1774 4 ◆ 根子・萱草村間の山論が落着 史料12
　　9年 1780 10 ◆ 小様村、塚之台開発に伴う関普請と引き替えに、「ねこや沢」の
開発を土倉村に許可
史料14
天明元年 1781 5 ◆ 荒瀬村、塚之台開発に伴う小様村の関普請を許可 史料15
文化元年 1804 7 比立内村御林におけるスギ植栽関係の山論が落着 史料16
　　4年 1807 4 ◆ 荒瀬村、野尻台開発に伴い、「替地」として銅山掛山の利用を
藩へ出願
史料17
　　4年 1807 4 ◆ 荒瀬村、銅山掛山の関林指定を出願 史料17
　　9年 1812 ― ◆ 荒瀬村、土倉村五郎兵衛所持の大石沢上平の林を引き上げ 史料34
　　10年 1813 ― ◆ 土倉村五郎兵衛、大石沢上平の林を取り戻し 史料34
　　11年 1814 7 ◆ 荒瀬村、比立内村御林をめぐる同村と幸屋渡・幸屋両村の山論
を内済
史料18
　　12年 1815 ― ◆ 大石沢下平をめぐる小様・土倉村間の山論が発生 史料19









　　12年 1829 2 ◆ 荒瀬村の採草地が、炭運送用の牛道とこの牛用の採草地に命じ
られる。荒瀬村、中止を藩へ出願
史料22
　　12年 1829 3 荒瀬村、上記採草地の「替地」を出願 史料22
　　12年 1829 4 荒瀬村牛方9人、小百姓が放牧地へ畑を開くのを容認 史料23
　　13年 1830 1 ◆ 土倉村地主らが大石沢上平を相滝村長兵衛らへ売却 史料24
史料34
　　13年 1830 閏3 幸屋渡・幸屋村間の御林境をめぐる山論が落着 史料25
　　13年 1830 4 ◆ 検使が土倉村御林一件を吟味 史料26
　　13年 1830 10 ◆ 土倉村御林一件の評議結果が郡方吟味役へ通達 史料27
天保  6年 1835 閏7 ◆ 幸屋・幸屋渡両村、採草地の売買を本郷へ届け出 史料28
史料29
　　8年 1837 2 荒瀬村、阿仁銅山の御用地以外を村方領とすることを藩へ出願 史料30
　　8年 1837 3 同上 史料31




嘉永  2年 1849 9 ◆ 相滝村長兵衛、土倉村五郎兵衛による大石沢上平での製炭を差
し止め
史料33




安政  4年 1857 春 ◆ 小様村、大石沢上平で製炭を開始して土倉村と争論 史料35
　　4年 1857 9 ◆ 荒瀬村、大石沢上平をめぐる土倉・小様村間の争論裁定を藩へ
出願
史料35
　　4年 1857 9 ◆ 荒瀬村、大石沢の林を水野目林とするよう藩へ出願 史料35
文久  2年 1862 4 土倉村藤右衛門の杉が焼失して小様村と争論。土倉村、調停
を本郷へ出願
史料36
慶応元年 1865 4 ◆ 土倉村の小様村附属が命じられる 史料37
　　2年 1866 1 ◆ 荒瀬村、土倉村の小様村附属を受諾 史料37
出所）湊榮興家文書より作成。
注）本文で詳しく取り上げた事柄には◆印を付した。
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［史料 34］の後半で文政 13年の買入証文（注 25）に疑
念を向け、印形などの吟味を求めた。特に、長兵
衛が当該証文を同 13年から所持していたなら、天
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（1） 林野庁森林資源現況総括表（平成 24年 3
月 31 日 現 在 ）。http://www.rinya.maff.go.jp/j/
keikaku/genkyou/h24/3.htmlより作成（2014年
8月 30日最終閲覧）。
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　　　　　　　　　　　　　　　　善 左 衛 門
　　　　　　　　　　　　　　同村
　　　　　　　　　　　　　　　老百性
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Mem. Inst. Agr. & For. Univ. Tsukuba (Rural Econ. & Socio.) 30
　　　　　　　　　　　　　　笑内村
　　　　　　　　　　　　　　　地主
　　　　　　　　　　　　　　　　助 右 衛 門
　　　　　　　　　　　　　　根子村
　　　　　　　　　　　　　　　地主













大 貫 円 之 焏 殿
［史料 4］















































































































　　　　　　　　　　　　　　　　治 五 兵 衛㊞
［史料 5］
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　　　岩堀吉右衛門殿　　　　　　太 治 兵 衛
　　　妹 尾 庄 吉 殿　　　　　伏影村地主
　　　岩屋八右衛門殿　　　　　　喜　　　助
　　　　　　　　　　　　　　　根子村地主
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Mem. Inst. Agr. & For. Univ. Tsukuba (Rural Econ. & Socio.) 30
［史料 7］








































































































　享保十五年　　　　　　　　　　治 右 衛 門
　　戌六月七日　　　　　　　　同村長百性




　　　　　　　　　　　　　　　　惣 左 衛 門
　　　　　　　　　　　　　　　同









　助 川 久 治 殿
［史料 8］
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Mem. Inst. Agr. & For. Univ. Tsukuba (Rural Econ. & Socio.) 30
［史料 9］



























































　　　　　　　　　　　　　　　久 右 衛 門㊞＼
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　藤 左 衛 門㊞＼
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　与 右 衛 門㊞＼
　　　　　　　　　　　　　　戸鳥内村地主
　　　　　　　　　　　　　　　治 五 兵 衛㊞
　　　　　　　　　　　　　　中村地主
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Mem. Inst. Agr. & For. Univ. Tsukuba (Rural Econ. & Socio.) 30

















































































































































小 松 弥 八 郎 殿　　　　　　　同
大 槻 藤 治 殿　　　　　　　　五　兵　衛
　　　　　　　　　　　　　　　小様村地主
　　　　　　　　　　　　　　　　七 郎 兵 衛
　　　　　　　　　　　　　　　荒瀬村肝煎
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Mem. Inst. Agr. & For. Univ. Tsukuba (Rural Econ. & Socio.) 30
　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　
　辰十二月十六日　　　　　　  上神谷藤左衛門







































　同村長名　　　　　　　　　　半 左 衛 門㊞
　　長 十 郎 殿　　　　　　同
　同　　　　　　　　　　　　　善　兵　衛㊞
　　徳 兵 衛 殿　　　　　　同
　同　　　　　　　　　　　　　六　之　丞㊞
　　五 郎 惣 殿　　　　　　同
　同　　　　　　　　　　　　　文 左 衛 門㊞
　　与右衛門殿　　　　　　同
　同　　　　　　　　　　　　　平 左 衛 門㊞
　　吉郎兵衛殿　　　　　　同




　同　　　　　　　　　　　　　四 郎 兵 衛㊞






　　吉 五 郎 殿
　同
　　惣 五 郎 殿
　同
　　長 兵 衛 殿
［史料 13］
















　　肝煎　　　　　　　　　　　吉 郎 兵 衛㊞　









































　　　　　　　　　　　　　　　三 郎 兵 衛㊞　
　　　　　　　　　　　　　　中村地主
　　　　　　　　　　　　　　　弥 右 衛 門㊞　
　　　　　　　　　　　　　　打当村地主























　　　　　　　　　　　　　　　　七 郎 兵 衛
［史料 15］
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　　長 名 衆 中　　　　　　同　同
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　文化四年　　　　　　　　　　　長 左 衛 門
　　卯四月十五日　　　　　　　同村長百性
　　　石川孫左衛門殿　　　　　　与 右 衛 門
　　　林弥左衛門殿　　　　　中村地主
　　　佐 藤 兵 吉 殿　　　　　　弥 右 衛 門
　　　　　　　　　　　　　　　戸鳥内村地主











































































　　　　　　　　　　　　　　　作 右 衛 門㊞
　　　　　　　　　　　　　　同惣代小人頭
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　文化十二三年　　　　　　　　長 左 衛 門㊞
　　亥子　　　　　　　　　　同村長百性
　　舟 坂 慶 蔵 殿　　　　　　長　十　郎㊞
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　与 右 衛 門㊞
　　　　　　　　　　　　　　同


















　　　　　　　　　　　　　　　五 郎 兵 衛㊞
［史料 20］


























































　文政十一年　　　　　　　　　長 左 衛 門㊞
　　子十月五日　　　　　　　同村長百性
　小 川 敬 内 殿　　　　　　　長　重　郎㊞
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　善 左 衛 門㊞
　　　　　　　　　　　　　　同
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　　　　　　　　　　　　　　　　長 左 衛 門
［史料 22］

















































































　　　　　　　　　　　　　　　善 左 衛 門㊞
　　　　　　　　　　　　　　枝郷茅草村地主
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　　　　　　彦 右 衛 門殿
［史料 25］
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　文政十三年　　　　　　　　　　長 左 衛 門
　　寅四月　　　　　　　　　　長名
　　小村丹右衛門殿　　　　　　　長　十　郎
　　御 代 正 八 殿　　　　　　　善 左 衛 門








　　　　　　　　　　　　　　　　藤 右 衛 門
［史料 27］





















































































































　　　　　　　　　　　　　　　御 代 庄 八
　　　　　　　　　　　　　　　岩 屋 惣 助
右本紙直々吉田村へ相返し候事
［史料 28］
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　天保八年　　　　　　　　　　　長 左 衛 門
　　酉二月　　　　　　　　　　同村長百性
　豊田宇左衛門様　　　　　　　　長　十　郎
　菊 地 恒 助 様　　　　　　　同












































　天保八年　　　　　　　　　　　長 左 衛 門
　　酉三月　　　　　　　　　　同村長百性
　　豊田宇左衛門殿　　　　　　　長　十　郎
　　菊 地 恒 助 殿　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　善 左 衛 門
　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　与 右 衛 門
［史料 32］














　天保十五年　　　　　　　　　　藤 右 衛 門　
　　辰七八月一日　　　　　　　同村長名
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筑大農林社会経済研究　第 30号（2014）
　　　　　　　　　　　　　　　土倉村
　戌八月　　　　　　　　　　　　五 郎 兵 衛
　八月
［史料 35］
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　文政十三年　　　　　　　　　　藤 右 衛 門
　　寅正月　　　　　　　　　　　庄　兵　衛
　　　　相滝村　　　　　　　　　甚　五　郎
　　　　　　　長 兵 衛 殿
　　　　　　　彦右衛門殿




























































　安政四年　　　　　　　　　　　長 左 衛 門
　　巳九月　　　　　　　　　同村
菅生兵右衛門殿　　　　　　　　長百性
　　　　　　　　　　　　　　　　善 左 衛 門
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　長　十　郎




　　　　　　　　　　　　　　　　東 左 衛 門
［史料 36］
文久 2 （1862） 年 4 月 「（杉類焼原因をめぐる土倉村
と小様村の口論につき願書）」
















































　文久弐年　　　　　　　　　　藤 右 衛 門㊞
　　壬戌四月　　　　　　　　　藤 左 衛 門㊞
　　御本郷　　　　　　　　　　銀　　　蔵㊞






































̶  54  ̶




　吉場唯八殿　　　　　　　　　東 左 衛 門
　　　　　　　　　　　　　　　長名


























一、同高八斗九合　前田村兵右衛門辛 労 免 高　　　　　 同　村
　合拾三石六斗四升四合也
一、寛文十二御帳壱冊　一、延宝四壱冊御本帳尻江御付紙ニ而有之候を写
一、寛政六　　　壱冊　一、享和元　　  壱冊
一、安永三　　　壱冊　一、文政七　　  壱冊
一、天保弐　　　壱冊
　　　合七冊
外ニ
一、卯年引継休高書抜帳　壱冊
　　　　　但し支配村々取纏分也
